
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ホルダ－１の先部に略湾曲状とされた両側一対の受片２が所定間隔をおいて並設され、該
受片２間には略半円形状の可動刃４が嵌合自在に軸着され、該可動刃４はその弧状外周縁
に沿って鋸歯状刃体６が形成さ 動刃４には流体圧シリンダ８が接続され

てなることを特徴とする、廃材用切断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主として木製廃材を切断せしめるさいに使用する廃材用切断装置に関する。
【０００２】
従来より、廃材の切断装置としては、出願人等が先に開示した金属製廃材などの切断装置
（実公昭６３－４８３４０号公報、実公平６－４１７７６号公報、実公平７－５００９５
号公報、特許第３０５６０６９号公報等参照）が知られている。
そして、かかる切断装置は、直線状とされた一対の固定刃と可動刃とが軸を介してスリ合
せ自在に軸着されると共に、可動刃の基端部に流体圧シリンダが連結された基本構成より
なり、流体圧シリンダの作動により可動刃を固定刃にスリ合せて金属製廃材などを切断せ
しめるものとされている。
【０００３】
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れ、可 、上記受片
２の基端部には各々固定掴持片３が立設されると共に、該固定掴持片３に対応すべく可動
刃４の背部に掴持部７が形成され



ところで、上述のごとく構成された従来例は、固定刃と可動刃とが各々直線状に形成され
ているから、物理的・機械的強度が大な金属製廃材を確実に切断せしめることが出来る反
面、金属製廃材に比して物理的・機械的強度の劣る木製廃材を切断せしめるさいにはその
性状に起因して確実なる切断がしずらいものである。
【０００４】
本発明は、かかる従来例の問題点を一挙に解決し、主として木製廃材を確実に切断せしめ
ることが出来る 廃材用切
断装置を提供しようとするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
即ち、請求項１記載の発明は、ホルダ－１の先部に略湾曲状とされた両側一対の受片２が
所定間隔をおいて並設され、該受片２間には略半円形状の可動刃４が嵌合自在に軸着され
、該可動刃４はその弧状外周縁に沿って鋸歯状刃体６が形成さ 動刃４には流体圧シ
リンダ８が接続され

てなることを特徴とする
、廃材用切断装置を要旨とするものである。

そして、本発明のかかる廃材用切断装置は、両側の受片２に木製廃材などの被切断物Ａを
横架状に保持せしめつつ、流体圧シリンダ８の作動により刃体６が鋸歯状とされた可動刃
４を受片２間に嵌合せしめ

切断せしめる

ものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施例の形態を図面に示す一実施例に基づいて説明する。
図１及び図２は本発明の一実施例を示すもので、同図中、１は後記するパワ－ショベル１
０の多関節ア－ム１１に取付け自在とされたホルダ－、２は該ホルダ－１の先部に所定間
隔をおいて並列状に取付けられた両側一対の湾曲状受片、３は該両側の受片２に各々対向
すべくその基端がわに一体に立設された湾曲状の固定掴持片である。４は両側受片２の中
間部位に軸５を介して嵌合自在に軸着された略半円形状の可動刃、６は該可動刃４の弧状
外周縁に沿って所定ピッチ毎に形成された鋸歯状の刃体、７は前記固定掴持片３に対向す
べく該可動刃４の背部に切欠き形成された湾曲状の掴持部、８は可動刃４を可動せしめる
べくその背部下端に取付け部材９を介して連結された油圧シリンダで、該油圧シリンダ８
の基端部は受片２の基端部に枢着されている。その他、１０はパワ－ショベル、１１は該
パワ－ショベル１０を構成する旋回・屈曲自在な多関節ア－ム、Ａは木製廃材などの被切
断物を示す。
【０００８】
上述のごとく構成された切断装置は、図３に示すように、パワ－ショベル１０の多関節ア
－ム１１先部に所要の取付け部材を介して取付け、所要の被切断物Ａを切断せしめる。
即ち、図４に示すように、油圧シリンダ８の作動により軸５を支点として可動刃４を開作
動せしめ、両側の受片２間に被切断物Ａを横架状に保持せしめる。しかるのち、油圧シリ
ンダ８の作動により刃体６が鋸歯状とされた可動刃４を閉作動せしめ 受片２内に嵌合せ
しめ、 切断せしめる。
このさい、被切断物Ａを受片２内に保持せしめつつ可動刃４により切断せしめるものであ
るから、木製廃材などの切断を常に確実に行なうことが出来る。
【０００９】
また、上述のごとく構成された切断装置は、被切断物Ａの切断のみならず、被切断物Ａや
その切断片などを掴持せしめて移動せしめることが出来る。
即ち、図５に示すように、流体圧シリンダ８の作動により軸５を支点として可動刃４を閉
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のみならず、被切断物等を掴持して移動せしめることが出来る、

れ、可
、上記受片２の基端部には各々固定掴持片３が立設されると共に、該

固定掴持片３に対応すべく可動刃４の背部に掴持部７が形成され

【０００６】

、鋸歯状刃体６を被切断物Ａに食込ませてその逃げを防止せし
めつつ確実に ことが出来るのみならず、流体圧シリンダ８の作動により可動
刃４を介して掴持部７を固定掴持片３方向に可動せしめ、固定掴持片３との間に所要の被
切断物Ａやその切断片などを掴持せしめることが出来る

て
鋸歯状刃体６を被切断物Ａに食込ませてその逃げを防止せしめつつ



作動せしめることにより掴持部７と固定掴持片３との間を拡開せしめる。しかるのち、被
切断物Ａやその切断片などに固定掴持片３を当てがいつつ、油圧シリンダ８の作動により
可動刃４を開作動せしめることにより掴持部７と固定掴持片３との間に掴持せしめ、所要
の場所に移動せしめるものである。
【００１０】
なお、上記実施例において、可動刃４は油圧シリンダ８により作動せしめるものとされて
いるが、エアシリンダなどの流体圧シリンダを採用してもよいものである。
【００１１】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば以上の次第で、ホルダ－１の先部に略湾曲状とされた両側一
対の受片２が所定間隔をおいて並設され、該受片２間には略半円形状の可動刃４が嵌合自
在に軸着され、該可動刃４はその弧状外周縁に沿って鋸歯状刃体６が形成さ 動刃４
には流体圧シリンダ８が接続され

されているから
、両側の受片２間に被切断物Ａを横架状に保持せしめつつ、流体圧シリンダ８の作動によ
り刃体６が鋸歯状とされた可動刃４を受片２内に嵌合せしめ

切断せしめることが出来るものであって、
特に木製廃材などの被切断物Ａを確実に切断せしめることが出来る

もの
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す斜視図である。
【図２】図１の平面図である。
【図３】実施例をパワ－ショベル１０に取付けた状態を示す側面図である。
【図４】被切断物Ａの切断状態を示す一部破砕断面図である。
【図５】被切断物Ａなどの掴持状態を示す側面図である。
【符号の説明】
１　ホルダ－
２　受片
３　固定掴持片
４　可動刃
６　刃体
７　掴持部
８　油圧シリンダ
Ａ　被切断物
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れ、可
、上記受片２の基端部には各々固定掴持片３が立設され

ると共に、該固定掴持片３に対応すべく可動刃４の背部に掴持部７が形成

、鋸歯状刃体６を被切断物Ａ
に食込ませてその逃げを防止せしめつつ確実に

のみならず、流体圧シ
リンダ８の作動により可動刃４を介して掴持部７を可動せしめ、固定掴持片３との間に被
切断物Ａやその切断片などを確実に掴持して所要の場所に移動せしめることが出来る



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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